
 6/21(日) 13:30～ 

講師 新倉太郎さん（防災助っ人集団 やっこさんの会代表、防災士・社会教育士） 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

緑の党 

 やすだ雄一郎 
事務所 〒146-0093 大田区矢口 1-25-5 
    TEL・FAX 03-5930-7622 
    携帯    090-9820-1020 
    E-mail yasuda.otagreen@gmail.com   

全 て の 政 策 は 命 を つ な ぐ た め に 
 

2026  自由おおた 

場所 蒲田消費者生活センター第四集会室  
入場料 500 円（学生、障がい者無料） 
   

「

主催 やすだ雄一郎 
緑の党、安心・安全な食品を広める大田の会 
マアルハートバンド Vo＆Gt） 
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東日本大震災から 15 年経ち今なお多くの傷を残してい 

ます。震災当初、避難所や仮設住宅が弱者に考慮していないという問

題がありました。避難途中で生活しにくい避難所を転々として、疲労が重なり

1000 人もの高齢者や病人や障がい者が命を落としています。大震災が起きた時

自力では移動することがままならない高齢者や障がい者をどう救うのか、逃げ

遅れる方々の迅速な避難のあり方を考えなくてはならないと思います。 

 

地域で支えあい夢のある社会をつくろうと取り組んでいる 

「おおた たすけあいひろば」に参加しました。整理券配布前か

ら多くの方が集まり物資を受け取っていました。物価高などで本当に生き

づらい社会を変えたいという想いが詰まった取り組みが行われていまし

た。命が大切にされ、安心して生きられる社会を作っていきたいですね。 

大田区内で防災啓発活動を行っておられる「防災助っ人集団 やっ 

こさんの会の新倉太郎さんを講師にお迎えして講演会を行います。地

震と水害の避難所の違いや対策。いざ避難所を開設するとき、避難所運営を疑似体

験することができる HUG（避難所運営ゲーム）もチャレンジします。大田区の防災

について考えていきましょう。 


